
山梨・静岡ゴルフ場農薬被害等調停申請事件 

  （平成２年（調）第１２号事件） 

 

 （１）事件の概要 

 平成２年４月９日、静岡県富士宮市の住民ら１３０人から公害紛争処理法第２７条１項

の規定に基づき、静岡県知事に対し、甲株式会社を相手方（被申請人）として調停を求め

る申請があった。 

 申請の内容は、 

ア 被申請人会社が、山梨県西八代郡上九一色村富士ケ嶺に建設中のゴルフ場等が完

成すると、ゴルフ場で使用される農薬が地下に浸透することにより、富士宮市域の地下

水全体が汚染され、富士宮市民の健康と暮らしに重大な結果をもたらすおそれがある 

イ 国立公園富士山の生態系と景観を破壊することとなるほか、ゴルフ場等で地下水を

汲み上げると、富士宮市域の湧水が更に減少するおそれがある 

 等を理由として、被申請人会社に対し、ゴルフ場等の建設を中止することを求めたもの

である。 

 （２）事件処理の経過 

 静岡県知事は本申請受付後、山梨県知事に対して公害紛争処理法第２７条３項の規

定により連合審査会の設置の協議を行ったところ、協議がととのわないことをもって、同

年５月２５日、同法第２７条５項の規定に基づき、公害等調整委員会に対し、本事件の関

係書類を送付した。 

 公害等調整委員会は本事件の関係書類の送付を受けた後、本事件の調停委員会を設

けた。調停委員会は、８回の調停期日を開催したほか、当事者双方からの事情聴取及び

打合せを頻繁に行って意思疎通を図り、また、ゴルフ場の農薬問題に関し、学識経験者

等からのヒヤリング、関係文献の収集、その他の必要な調査等を行い、当事者双方にこ

れらの情報を提供した。申請人らは、調停手続の当初において、調停を求める事項とし

て農薬等の化学物質を用いる場合は、「きれいな水にして地下に戻すこと」を求めた。し

かし、被申請人が、申請人らの地下水汚染についての危惧を解消するため、誠意をもっ



て対応措置を講ずるとの基本姿勢で臨み、吸着剤としての活性炭の使用を含めた調停

案（４４項目）を積極的に提示したところ、申請人らは被申請人の提示した調停案につい

て理解を示し、さらに、調停条項の実施状況について知る機会を持ちたいと要望したので、

調停委員会はその方向で調整を進めた結果、平成３年５月１４日の調停期日において調

停が成立した（別記１参照）。 

 これにより、本調停事件は終結したが、調停成立に当たって、今後とも申請人らと被申

請人の円滑な協力関係の維持・発展を望むとする調停委員長談話を発表した（別記２参

照）。 

 本調停事件の処理経過は、次のとおりである。 

  平成２年 ６月２５日   第１回調停期日 

       ７月３０日    第２回調停期日 

       ８月２８日    現地調査 

       ８月２９日    第３回調停期日（現地にて開催） 

      １０月 １日    第４回調停期日 

      １２月１７日    第５回調停期日 

    ３年 １月２８日    第６回調停期日 

       ３月１８日    第７回調停期日 

       ５月１４日    第８回調停期日（調停成立） 



 



 

 



 



 



 



 



 

 



 

 


